
 

  
地域活性化のための共生型モデルシミュレーションの研究開発 -富山県・石川県におけるスマートフォン情報システムの構築- 

１ 研究目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究開発の概要 

 

 

 

 

 

 
３ 期待される研究成果及びその社会的意義 

環日本交流を取り込みながら拡大する北陸（富山・石川）の自己完結型の開発・発展パターンを想定し、情報・人の流れから検討

を加え、地域活性化に情報面から支援するモバイル・ネットワークの新たな活用方法を、研究政策として提言する。これにより、

過去 1世紀以上にわたって首都圏一極に依存して発展してきた、いわゆる「裏日本」的な社会経済構造からの転換を目指し、日本

海対岸の交流をも取り込んだ北陸地域独自の自己完結型の発展パターンを検討する。 

研究内容説明図 

人口のドーナツ化
減少

北陸の商業地域
利用者数の減退

北陸地方の
社会経済活性化

ドーナツ化現象
の解消

問題点

解決

アプローチ

スマートフォン利用者の行動ログ、北陸構成要素データベースから北陸の
都市計画策定に利用する最適なシミュレーションモデルを確立することで
ドーナツ化現象の解消、北陸地域における生活の利便性向上に繋がる。

・スマートフォンによるモバイル型の
情報通信ネットワーク
・行動ログ、北陸構成要素のデータ
ベース

 

いつまでに何を実現？

平成24年度 平成25年度

・スマートフォン用　情報登録・配信Webシステム構築
・環日本海交流への情報ネットワークと分析手法の
適用可能性についての分析、考察

・スマートフォン利用者の行動ログ収集し、データベースを構築
・北陸地域の構成要素データベースの構築
・上記データベースと既存の地域経済・社会統計を連動させた
地域分析シミュレーションの開発

将来何に使われる？

・都市計画シミュレーション
・経営戦略シミュレーション
・投資シミュレーション
・交通網シミュレーション
などのシミュレーション技術

 

（参考資料２） 


